
〔Ａ部門〕

第19回「東書教育賞」を受賞された先生方，

おめでとうございます。心よりお祝いを申し

上げます。

この東書教育賞も今回で19回を迎えますが，

先生方の関心も年ごとに高まりまして，先ほ

ど紹介がございましたように，今回のＡ部門

「教科指導や学校経営に関する実践部門」に

は，小学校139編，中学校83編，合計222編と

いう多数の論文が応募されております。

それだけにレベルの高いものが多く，内容に

おいて伯仲するものがあり，それらの審査に

も大変難しいものがございました。

今回の課題は「生き生きと学ぶ子どもを育

てる教育実践」となっております。これは，

このところ続けている課題ですが，小学校，

中学校を通じて基本となる大切な課題でござ

いまして，私どもは，創意工夫を加えた実践

が具体的に記述された論文が集まることを大

変期待したわけでございます。

審査の基準といたしましては，次の３点が

挙げられます。

（1）実践の結果に基いて子どもの姿が具体的

に記述され，論じられているか。つまり実

践性の観点です。

（2）実践の中にどのような創意工夫が見られ

るかという創意性の観点です。

（3）特殊な実践でなく，誰にでも応用できる

ような一般化への手がかりがあるか。また，

子どもの発達段階や適時性への配慮が十分

になされているか。つまり一般性があるか

という観点です。

その他，論文としての体裁が整っているか。

例えば，テーマと内容が一致しているかどう

かや発表の範囲，字数の制限などを評価の基

準として設定し，慎重な審査をいたしました。

論文を読ませていただきましても，各地の

先生方が熱意を持って新しい試みに挑戦され

ていることが良くわかります。先生方の日常

の教育活動に対するご熱心さと情熱に打たれ，

いかにご苦労が多いかが察せられると同時に，

優劣のつけ難い力作を審査することの難しさ

を痛感した次第でございます。

それでは，Ａ部門（教科指導や学校経営に

関する実践部門）について発表いたします。

審査の結果，小学校の部で最優秀賞１編，優

秀賞２編，奨励賞４編の計７編を，中学校の

部では，最優秀賞１編，優秀賞２編，奨励賞

２編の計５編を選定いたしました。

小学校の部の最優秀賞には，愛知県豊川市

立中部小学校の「稲垣香依先生」の『伝え合

う力を，互いに高め育てる国語の授業』が選

ばれました。

先生の実践は，これは，４年生の子ども達

に，物語作りの活動を通して言語能力を高め

「伝え合う力」を身につけさせていこうとす

るものです。

夫々の子ども達が，自分の思いを生き生き

と表現した物語作りが行われています。物語

を推敲していく段階では，グループごとに読

みあって互いにアドバイスしながら「書く力」

「表現する力」を高めあっています。全員の

物語が出来上がったところで発表会を行って，

相手を意識したよりよい「伝え方」について

考え，話し方や文章表現の仕方などの言語能

力を互いに高めあっています。

自分の思いを表現する楽しさに引き込まれ，

自己表現が苦手な子ども達も自信を持って物

語作りの活動に取り組み，「伝え合う力」が

ついていくことがよく分かり，指導者の感性
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と子どもへの愛情あふれるすばらしい実践と

なっています。

現代では，「書く力」「読む力」「表現する

力」が低下しているといわれています。自分

の思いや考えをうまく表現できないためにコ

ミュニケーションがうまくはかれず良好な人

間関係が作れないという実態も指摘されてい

ます。今後ますます求められる言語能力を育

む上でひとつの示唆を与える実践となってい

ます。

優秀賞には，２点が選ばれました。まず１

点は，熊本県玉名市立大浜小学校の「井上裕

一先生」の『一人ひとりが個性を生かし，主

体的に取り組む教材の工夫』です。これは，

社会科４年生で学ぶ「郷土についての学習」

の内容と「総合的な学習の時間」を大変効果

的に関連させた，子ども達が主体的に表現活

動に取り組んでいる実践です。

郷土学習の具体的な事例として，地域にあ

る「通潤橋の建築」を取り上げています。地

域の発展に尽くした先人達の努力のあとをさ

まざまな資料や見学などを通して調べ，班ご

とに物語や人形劇といった創意工夫を凝らし

た方法でまとめを行っておられますが，その

発展として，総合的な学習の時間を使って

「通潤橋物語」の劇化活動まで高められてお

られます。一人ひとりの子どもが劇の中に自

らの調査体験を反映させ，また，劇を作り演

じることで郷土の認識が一層深まり，学習活

動が大変効果的に展開されております。

優秀賞のもう１点は，山形市立第５小学校

の「太田真理子先生」の『低学年の子どもで

もゲームをつくりあげていける』です。

高学年で学習する「バスケットボール運動」

に向けて，系統的に練り上げられた６年間の

指導計画のうち，低学年での活動に取り組ま

れた実践の報告で，子どもの実態を知り尽く

した先生の指導が光る実践です。

１年生の段階では，子ども達が大好きな

「鬼遊び」や「ボール遊び」を通して，ゲー

ム感覚やボール操作などの基礎的な技能が身

に付く工夫がなされています。これらの基礎

技能を基にして，１年生では攻守交替型のゲ

ーム，２年生では攻守混合型のゲームが行わ

れていますが，そのゲーム内容は最低限のル

ールを与えたものから次第にルールが整備さ

れたものに高められています。毎回のゲーム

終了時には，必ずゲームを改善するための話

し合いの場がもたれ，ルールも子ども自身が

作っていくなど，子どもの自主性や自発性を

重んじたゲームの改善が行われています。こ

のようなゲームを通して，子ども達はルール

を守る大切さを学び，また，相手の動きを読

んで効率的な動きをしたり，作戦を考えると

いった技術を次第に身に付けていっています。

今後，中学年，高学年と学年を追って研究を

継続され，所期の目的を達成されますことを

期待したいと思います。

以上，Ａ部門の最優秀賞，優秀賞を得られ

ました論文について申し上げましたが，この

ほかに奨励賞，また入選とされた論文がござ

います。いずれの論文を拝見いたしましても，

今現場の先生方が，子どもたちにしっかりと

した基礎・基本の学力を身につけさせること

に，いかにご苦心なさっているか，実践がい

かにご苦労があるかということがわかります。

また，一人ひとりの先生が，現場の第一線で

子ども達を前にして，いろいろと創意工夫を

していただいているかということが，はっき

り読み取ることができ，大変頼もしくそれが

大きな成果ではないかと感じた次第でござい

ます。

どうか，東書教育賞に応募されたこの経験

をこれからも生かしていただき，実践の中で

一人でも多くの子どもに学ぶことの楽しさ・

面白さを味わわせていただくことを期待し，

いっそうのご研鑚を期待いたしまして，概要

説明を終わらせていただきます。

（寺崎昌男）
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〔Ｂ部門（情報通信メディア活用部門）〕

第19回東書教育賞Ｂ部門の入賞の先生方お

めでとうございました。Ｂ部門はいまご紹介

がありましたように，情報通信メディアを活

用する部門でございます。

今これに関係する教育にある意味では追い

風が吹いているという状況があります。昨年

はe-ジャパン戦略が見直され，e-ジャパン戦

略のⅡが政府から発表されました。重点計画

の2003というものが出て，教育に関してはe-

ラーニングへの取り組みや，情報関係の人材

育成が重視されるようになりました。e-ジャ

パン戦略のⅠで，初等中等教育レベルでの情

報通信技術へのてこ入れが，相当前倒しで進

んだということで，Ⅱのほうは高等教育に若

干シフトしました。初等中等に関してはデジ

タルなコンテンツの整備をしようというとこ

ろに重点が移ってきています。タイムラグが

ありますのでe-ジャパン戦略のⅠの時代に初

等中等教育への情報通信メディア活用を重視

したということの成果がボツボツ現れ始めて

きて，今年も十分な成果が上がりつつあるよ

うでございます。

もう一方で，文部科学省を始め，日本全体

の関心が，確かな学力を伸ばすということに

あります。確かな学力を伸ばす素晴らしい手

立ての一つに情報通信技術があるのではない

か，情報通信メディアがあるのではないかと

いうことで，この二つの要因，もっと他にも

あると思いますが，大きな追い風となってこ

の部門に影響を与えてきたということでしょ

うか。先程ご紹介がありましたように，ここ

のところ論文がなかなか集まらないので悩ん

でおりましたけれど，今回は33編応募がござ

いました。Ｂ部門が新設された第10回東書教

育賞が39編でしたから，それに次ぐ多くの応

募をいただくことができたわけでございます。

ますます，上向きになるだろうと思っており

ます。小学校で20編，中学校で13編ですが，

内容的にはメディアの特性を生かした総合的

な学習の時間での使い方が９点，確かな学力

を反映して，社会科５点，数学・理科・技術

で各４点ずつというふうに，結構教科の学力

を伸ばすためにメディアを使う工夫というも

のが，良い論文・良い実践としてまとまって

きているわけでございます。

このＢ部門の審査の基準は，Ａ部門と同じ

ですが，それに加えて，情報通信メディアが

効果的に有効に使われているか，という観点

が加わっているわけでございます。そういう

観点から審査をさせていただきましたが，残

念ながら最優秀賞は該当なしということにな

りました。最優秀賞に当たるような良い内容

のものもあるのですが，基準のひとつに一般

性というものがありまして，どこでも，どの

学校でも使えるという基準があります。これ

がちょっとつらいかなということで，優秀賞

２編とさせていただきました。それから奨励

賞が２編，入選が３編というのがＢ部門の成

績でございました。いずれにしてもたいへん

高いレベルの論文が揃っていてうれしく思っ

ているわけでございます。

優秀賞の一つは，岡山県苫田郡鏡野町立香

北小学校の岩野浩昌先生が代表としてお書き

くださっておりますが，先生の前任校での実

践をまとめられた「メディア活用の工夫をし

た国際共同学習の実践」です。メディアを使

わなければできない素晴らしい実践が報告さ

れました。総合的な学習の時間を活用して，

命と暮らしを支える大切な水について，世界

８ヶ国の子ども達と一緒に国際共同学習をし

ようということでございます。水辺の生き物

調べや，水を暮らしの中でどう使っているか

を勉強するときに，外国の子ども達と一緒に

やってみないかと，教師のほうから提案する

と，子ども達が「やろう，やろう」とのって

きました。それではどうやって外国の子ども

と連絡をとるかということですが，国際コミ

ュニティ，ｅ-ビレッジというネットワーク

4



がありますがそこへホームページで参加者を

募りました。そうしますと南アとかベナン，

エジプト，デンマーク，アメリカ等８カ国10

団体が参加をしてきたそうでございます。こ

れをただつないだだけではうまくいきません。

何か心のつながりまで広げなければいけない

ということで，もう一つの工夫がされており

ます。トラベルミッションという方法で，相

手と交流したいときに，マスコットを送って

しまう。ネットワークだけでバーチャルに連

絡を取るのではなく物を送る。水の学習です

から水辺の生き物についてのデザインを考え

て，それをマスコットに作るんです。ここで

保護者の方のお力でかわいい素晴らしいマス

コットができています。これを送って一緒に

勉強しようということになる。そうすると，

相手のホームページ，例えばデンマークのホ

ームページに子ども達がそのマスコットを抱

いているところの写真がのったりします。お

互いにそういうことをきっかけにして勉強が

始まるわけです。小学生ですので，英語もデ

ンマーク語もおぼつかない。幸いにして画像

が送れますので，絵とか写真を多用するわけ

です。できるだけ英語にするところの部分は

少なくして昆虫の絵だとか，魚の絵だとか，

写真だとか，これをやりとりしていくわけで

す。ある時点でデンマークから，家庭で使う

水がどのくらいの量かというデータが送られ

てきます。日本の子ども達も，日本の家庭の

水の使用量を調べます。他の国々もこれに同

調して共同の学習が進んだようです。その中

で，アフリカではものすごい干ばつに苦労し

ているとか，ベナンでは雨水をバケツに溜め

て使っているとか，水は地域によってものす

ごく大切なんだなということを実感したり，

水の問題の深刻さを学習していきます。それ

にとどまらず自分達に出来ることは何だろう

と考え，水が大事だということをアピールし

ようということで，自分達の考えをポスター

にして世界に発信します。子ども達は，日常

の生活でも水を大事にするようになってまい

ります。こうしたことは，インターネット情

報通信メディアがなければできない学習です。

従来は教室の中だけで行われていた学習が，

これが今でも主ですが，それが日本に広がり，

世界に広がり，地球をまたにかけた学習の場

で行われている。すばらしい実践でございま

した。

もう一つの優秀賞は中学校の実践です。お

茶の水女子大学附属中学校，前川哲也先生が

代表執筆されました「インターネットフォー

ラムを活用したエネルギー・環境問題の討

論」です。これは，三菱総研の技術的なサポ

ートを受けられて，ずいぶん良い学習が展開

しております。附属中学の１年生が対象です

が，全員が入学前になんらかの形でコンピュ

ータを使った体験をもっています。インター

ネットも多くの生徒が経験していて，チャッ

トや電子掲示板も体験している。学校では学

級通信をメールマガジンで発行したりしてい

ますが，そういう雰囲気の中にすっと溶け込

んでこられるような子どもたちです。ただ附

属であっても一般的に中学校はそうだと思い

ますけれど，子ども達は授業であまり発言し

ません。良いものを持っていて，言いたい事

があるんだけど日本の子ども達というのはな

かなか発言しない。特に中学校になるとなお

さら発言しなくなってしまう。紙に書かせた

り，メールに書かせたり，個別に聞いたりす

ると，良い意見を言うんです。そういうとき

にこうしたネットワークを使って意見を言わ

せる。インターネットフォーラムという場を

使って意見を言わせたらどうだろうか，とい

うのが一つのポイントになっています。生徒

は個別に三菱総研にあるサーバーにアクセス

して，フォーラムで討論をしています。対象

はエネルギーと環境ですから理科の授業です。

これはカリキュラムがすばらしくて，７週間

かけて毎週テーマを変えつつ話し合いをして

います。第１週がエネルギーの消費，第２週
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は資源の枯渇の問題，第３週は二酸化炭素が

どれだけ増えていって地球にどういう影響を

与えるか，それを減らす工夫は第４週目，第

５週が省エネの問題，６週が新エネルギー，

７週が地球に優しいエネルギーとなっていま

す。第４週から５週にかけては，教室での授

業にもちこまれていますが，そこでは省エネ

班，原子力班，緑化班，リサイクル班，新エ

ネルギー班，炭素税班といったような班にわ

かれ，それぞれのプラスマイナスを議論して，

その方法が良いか悪いかを理由をつけて判断

する，という授業を展開しています。それま

で生徒は，個別にフォーラムで話し合いをや

っていますから，授業がたいへん盛り上がる

し，深まるわけでございます。情報メディア

の活用というとそちらにとかく振り回される

授業が多いのですが，前川先生の場合は１週

から７週までに内容的に積み上げていくカリ

キュラムが素晴らしい。私ども審査員は，道

具として使うのは慣れているし当たり前だと

思っておりますが，内容の積み上げの点がこ

れは素晴らしいということで高い評価をさせ

ていただいたわけでございます。いろいろデ

ータを読ませていただくと，インターネット

フォーラムには327件の投稿があり，投稿者

は参加者138名のうち74名にわたったそうで

す。最初はエネルギーとか環境に対する感想

だったものが，資料とか他の人の投稿をもと

にしてコメントするというような，本当の学

習，深みのある学習に広がっていったわけで

ございます。フォーラムの運営といいますか，

フォーラムの中は二つの部分で構成されてい

て，一つは「調べよう！」で，子ども達に調

べさせるためのリンク先，もう一つは「話し

合おう！」といって子ども達同士が投稿して

意見を交わす場を提供しておられます。いろ

んなメリットがありまして，自分の部屋に居

ながらバーチャルな教室，仮想的な教室で勉

強ができる，これは素晴らしいことです。自

分の部屋でやりますから自分の意見がいっぱ

い出てくるわけです。教室だと一人がしゃべ

っていると聞かなければならないし，しゃべ

るのにも抵抗があるんですけれど，ネット上

だとこうやって誰もが好きなときにしゃべれ

るわけです。そういうメリットがあります。

自宅で学習できますから家族もいる，資料も

ある。家族の方と話し合いをするというよう

な，教室の中では起こりえないことがらが勉

強の場として広がっていく。保護者の方も子

どもの学習に関心を持ってくださるし，この

テーマに関して実践の影響の広がりが考えら

れる。

この二つの実践から，やはり学習の場が日

本中に，世界中に広がっていっているという

感がいたします。私はそれが本当の学習であ

って，学校に閉じこもってやる学習はむしろ

例外的なものではないかと思います。日常生

活では，ネットワークを使うのが当たり前に

なってきました。教育もそういうふうにネッ

トワーク，あるいは情報通信メディアを使っ

て教育の場が広がってきました。もちろん面

と向かってやる教育も大事で，教育の本質が

身に付けられやすいし効果も上がるわけです。

しかし，今までは教育に対する見方が狭かっ

た。これが180度逆転してきたなと，いつそ

れが日本中に広がり世界中に広がって教育観

の逆転が起こるかなと楽しみにしているとこ

ろでございます。そうしたことを思わせるよ

うな研究が出てきたなあと感じた次第でござ

います。そのほか教科の方で数学とか，音楽

とか，コンピュータのよさを活用した論文が

奨励賞に入っているわけでございます。これ

からも情報メディアを活用した現場の実践が

ますます広がっていって，私どもの教育に対

する見方を変えてくれるような論文が出てき

てくれるとうれしいなと思っている次第でご

ざいます。本当に入賞された方々おめでとう

ございました。

（坂元　濶）
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各審査委員の講評，所感

〔奥田眞丈〕

ご紹介いただきました奥田でございます。

審査をさせていただきましたが，私は教育は

実践あるのみということを，身上としており

ます。よき実践で，子ども達一人一人が成果

をあげるということを期待するわけでござい

ますが，よき実践のためには，よき計画を立

てなければならないわけです。その計画を立

てる中心になるのは先生方であるのは当然の

ことでございますが，今回先生方の日ごろの

ご努力が実ったことを心からお祝いしたいと

思います。私は勤めの関係で西のほう，特に

関西地方の府県の第一線の先生方と接触する

機会が多くありますが，拝見いたしますとな

かなか計画を立てるのに，先生方一人一人が

苦労しておられます。新しい計画を立て，子

ども達の期待にそいたいということは，気持

ちとしてわかるのですが，そんな先生方を思

いますと今日入賞された先生方の入賞の成果，

中身というものはぜひ任地にお帰りになりま

したら周辺の学校に，さらに広く全国的に先

生方のご経験を広めていただきたいと念願す

る次第でございます。そして良き計画を一人

一人の先生が立てていただき，良き実践をし

ていただくならば，一人一人の子どもは良い

子どもになってくれるのではないかと期待し

ているわけでございます。今日はおめでとう

ございました。

〔杉山吉茂〕

入賞された先生方，おめでとうございます。

入賞された方々を見ますと，今年も算数と数

学がＡ部門の小学校，中学校，そしてＢ部門

にもあって，数学教育を担当するものとして

はとてもうれしく思います。いろんな研究会

でも，算数・数学の研究会に参加される先生

がどんどん増えていて，この教科の裾野が広

がっていることの表れだと思います。また，

学力低下の問題がありますが，皆さん方も実

践研究をもとに，学力の低下が起こらないよ

うにしていただければと思います。審査にあ

たって感じたことですが，私は創意性と一般

性がとても大切だと思います。と同時に読ま

せていただいて良い実践をされているのだろ

うなと，想像はできるけれどその良さとか感

動が伝わらない論文が結構あったと思います。

良い実践をすると同時に，この教育賞の論文

を書くにあたっては，その良さと感動が我々

に伝わってくるような，こちらから解釈しな

いと分からないのではなくてそういう書き方

をされると良かったと思います。ここに入賞

された先生方の論文はそういう点でも良かっ

たと思っています。どうもおめでとうござい

ました。

〔多湖　輝〕

先生方，おめでとうございます。東書教育

賞も19回，およそ20年前というと，私はその

頃，多分千葉大学で附属小学校の校長を併任

していたのだろうと思います。私は例年，批

評は先生方がいろいろなさってくださるので，

新春の所感のようなことを申し上げておりま

す。とにかく世の中おかしいですよ。人類は

決して良い方向に向かっているとは思ってお

りません。私は，世の中が大きく動くという

ときは少しじっくり考えなければいけないと

思って，終戦の時も二ヶ月ほど寺にこもって

座禅を組んでおりました。しかし，その後ア

メリカで，70年くらいでしたか，ヒッピーが

出てきた時には，ヒッピーもやってみました。

そうするとやはり何となく薄々でもヒッピー

が何を考えているか分かるような気がするの

です。私はおっちょこちょいで何でもやるほ

うですから，実は今年の春は山篭りをしてお

りまして，皆さんびっくりされるかもしれま

せんが，得度するという決意をいたしました。

剃髪はしません，生臭ですから。剃髪はしま

せんけれど衣を着て世の中考えてみたいとい

う心境に今なっております。コンピュータが
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すごく進んで，世の中がどんどん目まぐるし

く変わります。我々，高齢のものはついてい

けないほどの激動です。しかし，果たしてこ

れで良いのかと，今教育の問題も真剣に考え

て，もっともっと人間そのものをしっかりと

問い続ける，そういうことを教育がやってい

かない限り，なまじ何かが物が出来るなんて

ことはどこかへすっ飛んでしまうのではない

かと思うのです。ご承知だと思いますが中国

は今，公表13億と言っておりますけれど，14

億，あるいは15億という人もいます。インド

もだいぶ前に10億を超えました。世界の人口

比からいって，その何十億分の一の優秀な人

間というのはやはり凄いです。一流の企業な

んかでシステムの大変革をやるなんていうと

殆んどインド人がやっているんです。私はび

っくりしましてね，こういうトップシークレ

ットに関するものをやらせて良いのかと言っ

たら，とにかく出来ますからねと言うんです。

そういう人たちも世界にいる。その中で日本

はいったいどういうことをやらなければいけ

ないか。私は日本の古来の思想・哲学・宗教

そして，これからは先生方もキリスト教・イ

スラム教・ヒンズー教・仏教そういうものを，

しっかりとお考えになる，あるいは哲学とい

うものを少し勉強していく，そういう中で人

類が行くべき道，教育の根本を問い直すとい

うこともぜひやっていただきたいなとそんな

ふうに思っております。勝手なことばかり毎

年言うので皆に笑われているのですが，そう

いうことでひとつがんばってください。おめ

でとうございます。

〔三上裕三〕

受賞されました先生方，おめでとうござい

ます。私は小学校の立場から拝見させていた

だきました。ひとこと感想を述べさせていた

だきます。さきほど応募状況のところで報告

がございましたけれど，小学校の応募状況が，

年々非常に増えているということで，心強く

思っております。そういった中で，これまで

どちらかというと総合的な学習に偏っており

ましたが，現在でもまだ多いようですけれど

も，だんだん国語，算数，理科，社会と教科

の指導にウェートがかかってきているという

ことで今後ともそういった面での基礎基本に

ついての研究が深まっていくことを期待して

おります。最優秀を受賞されました，稲垣香

依先生，先程委員長の方から詳しくお話がご

ざいましたけれども，稲垣先生の４年生に対

する伝え合う力を育てる国語の授業というこ

とで子ども達が空想物語を作ってそれを発表

するということを通して，子どもの言語能力

を高め，伝え合う力を養っていくその過程が，

非常に良く表わされているのではないかとい

うふうに思います。また子ども達が非常に楽

しみながら物語作りをしている。出来上がっ

た物語を低学年の子ども達に読み聞かせをし

たりしている様子が，本当にかわいらしい４

年生の姿が浮かんでくるようで，これは稲垣

先生の優れた感性と子ども達に対する深い愛

情がよく表れた論文ではなかったかと思いま

す。それから，優秀賞には井上裕一先生，太

田真理子先生の論文が選ばれましたが，特に

太田先生の低学年の子ども達にボール運動の

指導をする場合，ゲームの楽しさ，ルールそ

ういうものに気付かせながら，どのように子

ども達にゲーム感覚を育てていくかというこ

と，非常に私はすばらしい実践ではなかった

かと思います。子ども達がそれぞれ自分の目

的意識を持って，向上しようという姿がよく

表れていたように思います。日ごろから，先

生が子ども達一人一人をよりよく知り尽くし

た上での実践ではなかったかというふうに思

います。今後の期待ということで申し上げま

すと，この前指導要領の一部改正がございま

したけれど，発展的な学習ということが各学

校で実践が非常に進んでくるのではないかと

思いますが，そういった発展的学習に関する

内容とかあるいは指導形態・方法といったこ
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とについての研究が今後積極的になされるこ

とを期待して私の感想とさせていただきます。

誠におめでとうございました。

〔赤堀侃司〕

まずはおめでとうございます。私も毎年拝

見させていただいて，審査委員の先生方のお

話を聞くのも大変楽しみにしています。

ITというのは光と影というものがありま

して，教育ではいかに光と影を見極めながら

使っていくかということが重要だと思ってお

ります。今回は，内容ではWebをいかに活

用するかという研究が多く見られたように思

います。これも光と影があると思っておりま

す。コンピュータのプログラマーがどうやっ

てプログラムを獲得するかという論文がある

のですが，これがなかなかおもしろいのです。

イメージ的には自分の部屋に閉じこもって，

コンピュータの前でやっているというイメー

ジがあるのですが，実はそうじゃないとその

論文には書いてある。どういうふうに書いて

いるかというと，今日はこういうところでう

まいアイディアを見つけたとか，ここで困っ

ているとかいうのを，コーヒーブレークタイ

ムに集まる部屋があって，そこで情報交換し

てそれが実は最も素晴らしいプログラムのノ

ウハウを吸収する場である，つまりプログラ

ムを吸収する場というのは井戸端会議なんだ

というのがその論文の結論なんです。全く賛

同いたしました。なるほどその通りだと，教

科書に書いてあることは見れば分かる，でも

そのレベルでは知恵は出てこない。知識はあ

っても知恵は出てこない。知恵を吸収するに

はどうしたらいいんだといったら，やはりコ

ミュニティが必要なんです。会議をする場が

必要なんだという論文でありまして，おもし

ろいなと思ったのです。今回の受賞作品も

Webというのはそういう意識があると思う

のです。そこで自分の考えを共有していこう

という流れが非常に多くなる。自分自身の体

験ですが，某大学の非常勤にいっておりまし

て，そこでやった議論を掲示板で出させます。

おもしろいアイディアがいっぱい出てくる。

授業で質問しても殆んど何も言わないような

学生が素晴らしいアイディアをそこで出して

くるんです。なるほど井戸端会議だと。井戸

端会議をWebでやっていこうと思ったとき

に，世の中がだいぶ変わってきたなと実感い

たしました。それはコミュニティという話で

あります。井戸端会議というコミュニティが

変わってきたんです。このコミュニティも光

と影があって，下手をすると個人情報の漏洩

やら様々な問題を呈している。これをどうや

って情報教育ではきっちりしたコミュニティ

を学習のために作っていくかという課題が強

く投げかけられている気がするんです。従っ

てこの諸刃の剣のような道具を教育の中でど

う使うかということは大変重要な課題だと私

は認識しているわけであります。先般，村上

洋一郎さんという有名な科学者の講演を聴き

ましたが，非常に面白いことを言っておられ

ました。ITはドラッグだと，薬だと言って

おられました。麻薬かもしれないと。確かに

副作用もあります。劇薬かもしれませんが，

こういう道具を我々が今手に入れながら教育

という接点の中で活用していかないと逆の面

で非常に恐ろしいことにもなるし，またある

面ではたいへん素晴らしい道具を今，我々は

手に入れつつある。またコミュニティの概念

やら，いろんなものが大きく変換しつつある

と思うんです。そういう点で教育の中で，ぜ

ひ有効活用していく，その実践をこの中で広

めていくというたいへん役割としては重要で

はないかと思っておりますので述べさせてい

ただきました。

〔堀口秀嗣〕

受賞された先生方，おめでとうございます。

坂元先生がたいへん詳しく優秀賞の作品につ

いてご紹介されましたので，私のほうは奨励
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賞の作品を中心にコメントしたいと思います。

奨励賞を得られました青木先生の数学の内容

でございますが，青木先生は数学の部屋とい

う，中学校の数学の先生なら知らない人はい

ない位有名なサイトを立ち上げて運営されて

おられます。そういう中にたいへん素晴らし

い実践が紹介されていて，先生ご自身もたい

へん素晴らしい実践をされたわけですが，そ

ういう意味では情報の共有化という，しかも

一つの学校に留まらず，日本国中の学校の先

生方の知を集められている取り組みは素晴ら

しいと思います。ただ教育賞の論文として考

えたときに，たくさんの実践を少しずつ取り

上げておられた部分で，子どもたちの姿が見

えない，子ども達がどれだけ変化していった

か，どれだけ盛り上がって学習していったか

という姿が見切れないという意味で奨励賞に

なったと思います。数学分野への貢献は大き

いのですが，論文賞として奨励賞になってし

まったということでご理解いただけたらと思

います。それから，山闢先生の実践ですが，

音楽が苦手な子ども達も楽しんで一緒に取り

組んでいるという姿を，ご紹介いただきまし

た。私はたいへん気に入った部分があるので

ちょっと読み上げさせていただきますが，和

音をそれぞれつけていって作品がほぼ完成し

たころの話です。『二人でイヤホンに耳を傾

け，一人が自分の気に入った和音の組み合わ

せを選び，もう一人に意見を聞く。あちらこ

ちらから「わあ，これいい。」という言葉が

聞こえてくる。鍵盤楽器ができなくても，自

分の感覚を評価してもらえる瞬間である。中

には，二人で握手しあっている子ども達もい

た。特に，音楽を苦手だと思っている子，楽

器の演奏が苦手な子ども達ほど自分の気に入

った和音伴奏ができたときの喜びが大きいこ

とをその表情からうかがうことができた。』

というふうに書かれています。こういうふう

に子どもの姿が生き生きと書かれているとい

うのは素晴らしいなと思います。コンピュー

タといいますか，ICPを活用していく学習活

動は全国でたくさん取り組まれていますし，

そういう実践の中には，素晴らしさもあるわ

けで，ぜひこういう子どもの姿を生き生きと

ご紹介いただくような論文をたくさんだして

いただけたらありがたいと思っています。コ

ンピュータの教育利用に関しては，昭和60年

が元年ということで約20年前になります。以

後５ヵ年ごとに，希望する学校から全ての学

校にパソコン室を設置してきました。そして

2000年ごろからは全ての教室にコンピュータ

を設置してどこからでも活用できる環境を作

ろうとしてきているわけです。これから是非，

そういう環境を活かした実践及び取り組みの

工夫を続けていただきたいと思います。アメ

リカでは2020年を目指した教育界の取り組み

や施策が今具体化しようとしているところで

す。半導体の世界というのは18ヶ月から24ヶ

月で倍になるというルールがずっとほぼその

通りに進んできているわけです。このペース

で進むとして，20年後を単純に考えてみます

と，どのくらいになるかというと，約千倍に

なるわけです。容量が千倍，性能が千倍とい

うことになります。日本の施策が始まってか

ら20年ですからほぼ千倍になってきたわけで

す。それが今からさらに千倍になろうという，

そこのところまではとても見えませんけれど，

少し先を見ながらぜひそういう世界がどうな

るか，どうしたいか，それが教育にどううま

く活かせるかということをお考えいただきな

がら今後も，新しい実践をたくさん取り組ん

でいただけたらありがたいと思っています。

〔安齋省一〕

中学校についてお話をしたいと思います。

最優秀賞を受賞された立松先生は，教職経験

十年に満たないお若い先生です。先生ご自身

でおっしゃっているように，一つ一つの取り

組みは決して特別なものとはいえませんが，

自己教育力を中心に据えた実践である点が高
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く評価されたものです。今後の発展・深化に

多くのことを期待したいと思います。

優秀賞には清水先生と岡田先生が選ばれま

した。清水先生の実践は作業を取り入れて生

徒の考える力を伸ばすというものですが，実

践が特定のものであり一般化されていないと

いう課題を残しているように思います。岡田

先生の実践の課題は，仮説の曖昧さにあると

思います。「人と共に生きる」や「地域と共

に生きている自分」といったことが具体的で

なく抽象的です。仮説が抽象的であれば，仮

説を検証することは極めて困難であると思い

ます。

奨励賞に選ばれた河原先生の実践は大変興

味深いものでしたが，残念なことに学習活動

についての記述が不十分でした。同じく奨励

賞に選ばれた小山先生の実践は時宜を得たも

のとして評価されるものでした。

最後になりましたが，応募論文の記述の仕

方について私なりの考えを述べてみたいと思

います。私は「東書教育賞」は教育実践を対

象としたものであって教育研究を対象とした

ものではないと考えています。一部に研究論

文のようなものを散見しますが，ぜひ本教育

賞の趣旨をご理解いただきたいと思います。

（原稿）

〔高鑿康雄〕

今回の応募論文を拝見して，まず感じたこ

とは，先生がたがいろいろな素材を子ども達

の身近な所から見つけて，それをうまく教材

として組み上げ，学習活動を指導なさろうと

して努力しておられることです。最優秀賞を

受けられた稲垣香依先生は教科書の教材を手

がかりにして，子ども達一人一人に空想物語

を作らせる活動を展開しておられます。それ

が，お話作りから表紙作成・製本へ進み，さ

らにそれをみんなの前で発表して，お互いに

批評しあう，というやり方で，読むこと，友

達の作品を聞くことの学習へと発展させてお

られるわけで，国語の指導としての筋を通し

ているのがすばらしいと思いました。しかも，

１年生の子ども達に対しての読み聞かせで，

自分達の学習活動を他学年にまで広げる試み

は，いわば下級生への動機付けにもなるのだ

と思いました。稲垣先生の指導で，もう一つ

感心したのはお話作りの指導で，起・承・

転・結という物語の構成をしっかりおさえて

おられることです。こういう段階をしっかり

おさえて指導するという姿勢は，他の先生方

にも見られました。

優秀賞の井上裕一先生は，地域の歴史的建

造物である通潤橋を手がかりに，体験・見学

から物語作り・劇化へと活動を進める中で，

つかむ・さぐる・ふかめる・広げる・まとめ

る，という展開をとっておられます。また，

同じく優秀賞の太田真理子先生は，ボールゲ

ームの基礎を低学年の子ども達に指導する実

践を論文になさったのですが，鬼遊びで追い

かける・逃げることを経験させ，ルールも学

ばせるところから始めて，ボールを目標に向

かって投げること，ボールをパスで投げる・

受けることに慣れさせ，バスケットボールの

ゲームに導く，という系統化を試みておられ

るのが大変興味深く思いました。

実は今回は中学校の論文はすこしマンネリ

化しているように思いましたが，最優秀賞を

得られた立松大祐先生の論文は，Gemノー

ト，絵日記といった生徒自身の学級活動に加

えて，先生の側から働きかけとして，インタ

ビューテスト，シャドーイング，基本文練習

帳，定期テスト，振り返りシートといった試

みをすることで，生徒の英語でのコミュニケ

ーション能力の確実な定着を目指そうとして

おられる様子が具体的にのべられていて，感

銘を受けました。（原稿）
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